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来院された方からこの言葉をいただけたときは
何とも言えない充実感。

�®�K�s�h�U	ì�»�p�Š�p�t�‘�T�l�h�¯
って、言われるようになれたら、
市民病院の職員として最高の幸せ。

お困りごとが有りましたら、
職員に遠慮なくお声をかけてください。


�	ú�›���Š�o
�y� �0�^�d�o�M�h�i�V�‡�b�{

豊橋市民病院
TOYOHASHI MUNICIPAL HOSPITAL



2 青竹　2022年９月30日　第94号

100年前を顧みながら・・・・・・

1918年にベーブルースが残した記録（2桁勝利＆2桁本塁打）
を、大谷翔平選手が104年ぶりに達成した、という明るいニュー
スがありました。更に快挙は進みそうです。このまま明るく進
めたいのですが、どうしても未だに我々の生活に大きな制約を
もたらしている感染症に話が振れてしまいます。「スペイン風
邪」はちょうどその頃、1918～1921年に猖獗を極めました。   
その頃のことを少し調べると、人間ってあまり変わらないのか
な、とも思ってしまいます。当時は第一次世界大戦の末期でし
た。いまも欧州で侵略～戦争が起こっています。

1919年発出、内務省衛生局の「流行性感冒予防心得」によると、現在で言うところの 
「三密」を避けてマスクやうがいで飛沫感染を防ぐことの重要性が説かれています。手洗い
の必要性が全く記載されていなかったり、当時まだ「ウィルス」自体が発見されていないた
め、「ワクチン」といっても効果が期待できなかったり、このあたりは進歩したかなと思い
ますが、共通点も多いです（内閣官房ホーム：https://www.cas.go.jp/jp/influenza/kako_02.
html）。ちなみに当時の新聞でも学校閉鎖や交通機関減便について報じられています。    
そしてなぜ終息したのかは現在でも不明のようです。

根拠もなく、2年くらいでCOVID-19パンデミックも終息してくれるか、などと期待をして
いましたが、甘かったです。2022年夏、比較的軽症が多いといっても、罹ってしまう患者さ
んが多ければ重症の方も増え対応医療機関も疲弊します。また、それまでは稀だった病院職
員の感染が、第七波では当たり前のようにしばしば連続的に起こってしまい、出勤できる者
で何とか踏ん張る状態が続きました。例えば養育する子息が罹患してしまうと、感染は防ぎ
にくいですし、濃厚接触者として出勤停止です（これは他の業種でも頻発のようですが）。

COVID-19患者さんの入院増に対応するため、既に閉鎖していた病棟に加え、三つめの一
般病棟も閉鎖し、その資源をCOVID-19診療体制に充てることになりました。この稿が出る
頃にはきっとピークアウト・状況改善、と切に願っています（そうなっていますよね）。

当院は東三河南部医療圏の中心的役割を担っており、24時間体制の救急医療を是非とも維
持せねばなりません。急ぎではない良性疾患の手術の延期など、断腸の思いで再度一般診療
の制限に踏み切らざるを得なくなりました。地域の皆様には度々のご不便となり、誠に申し
訳ありません。また、感染症との闘いについて、ご理解・ご支援ありがとうございます。 
第八波も十分あり得るでしょう。今後「原因不明の終息」でも構いませんが、これだけ日本
も世界もデータを集めています。「こうしてパンデミックを終息させた」と分かるような進
歩を示せますように。

豊橋市民病院　副院長　岩井克成
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3青竹　2022年９月30日　第94号

特集特集（医事課から）（医事課から）

初診・再診時の選定療養費を改定します。
初診・再診時の選定療養費は、「初期の治療は地域の医院・診療所などで、高度・専門医療

は病院（200床以上）で行う」という、外来機能の明確化及び医療機関間の連携を推進するこ
とを目的とした国の制度であり、紹介状なしに当院を受診された場合に負担していただいてお
ります。

この度、国の制度改正により定額負担の額等が変わりましたので、2022年10月１日から以下
のとおり選定療養費を改定させていただきます。

【初診時の選定療養費（医科・歯科口腔外科）】	 （消費税込）

２０２２年９月３０日まで ２０２２年１０月１日から

５，５００円 ７，７００円
（ただし、初診料から200点を控除）

【初診時の選定療養費を負担いただく方】
○紹介状を持参せずに初めて受診する場合
　「初めての受診」には以下のような場合を含みます。
　・治療期間が終了（治癒）後に再び受診した場合
　・任意に診療を中止し、再び受診した場合
○通院している診療科とは別の診療科に、紹介状等を持参せずに新たに受診する場合

【再診時の選定療養費（医科・歯科口腔外科）】	 （消費税込）

２０２２年９月３０日まで ２０２２年１０月１日から

２，７５０円 ３，３００円
（ただし、外来診療料から50点を控除）

【再診時の選定療養費を負担いただく方】※受診の都度ご負担いただきます。
○�受診科の医師より、病状が安定していることなどから地域の医療機関に紹介する旨の申出が行

われたにもかかわらず、当該科を受診した場合（別診療科の受診が継続する場合も同様）

【選定療養費を負担いただかない方】
〇紹介状を持参した場合
〇当院の医師が他の診療科に院内紹介し受診した場合（医科・歯科口腔外科問わず）
〇特定健康診査、がん検診等の検診結果を持参し、その二次検診で受診した場合
〇国、県、市などの各種公費負担制度の受給者である場合（子ども医療を除く）
〇診療後に緊急入院した場合
〇労働災害（通勤災害）、交通事故による受傷で診療を受けた場合
〇１歳未満の乳児で、午後１１時以降翌朝８時30分までに受診した場合
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竹 本 元 大
（タケモト　ゲンタ）

斉 藤 祐 樹
（ サイトウ　 ユウキ）

山 下 浩 正
（ヤマシタ　ヒロマサ ）

田 畑 　 咲
（タバタ　 サキ）

4 青竹　2022年９月30日　第94号

新任医師の紹介新任医師の紹介
New Doctor

1. 所属　2. 赴任日　3. 前任地　4. 趣味
5. その他自由（抱負、自己PR、家族のこと、最近思うこと　ほか）
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整形外科

2022年７月１日

名古屋大学医学部附属病院

野球

アラサーで当院を異動し、アラフォーでまた

赴任させていただきました。自分ではそこま

で変わっていないと思います。どうぞよろし

くお願いします。

リウマチ科

2022年７月１日

蒲郡市民病院

ラジオ鑑賞

初めまして。この7月より豊橋市民病院リウマ

チ科に勤務させていただく事となりました斉

藤祐樹と申します。これまでは主に急性期の

病院で手術を中心に診療をしてきました。こ

れまでの経験を生かしながら、より丁寧な診

療を行っていきます。どうぞよろしくお願い

致します。

一般外科

2022年７月１日

安城更生病院

旅行

７月１日から赴任しました。山下浩正と申し

ます。豊橋の地は初めてで生活にはまだ慣れ

ませんが、東三河の地域医療に貢献して参

りたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

一般外科

2022年７月１日

安城更生病院

旅行、スポーツ

７月より赴任いたしました。乳腺外科を中心

として、一般外科の診療を担当させて頂きま

す。地域の皆さまのお役に立てるよう励んで

いきたいと思っております。よろしくお願い

致します。
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5青竹　2022年９月30日　第94号

がん性疼痛看護認定看護師　鶴見志奈子看護局から看護局から

「がん患者サロン　ひまわり」
のご紹介

「がん患者サロン　ひまわり」は、がん患者さんとそのご家族等を対象にしたサロンです。同じ体験
をした仲間同士で、日常生活や心の不安などについて話をしながら情報交換をしていただく場です。
がん種・治療時期は問いません。当院へ通院中でない方も参加できます。
どうぞお気軽にご参加ください。

　　　　　　
　　

★2022年度　開催予定日と上映されるミニ講義のテーマ★

感染予防対策を徹底して開催しておりますが、
状況によっては開催を中止する場合もあります。
変更がある場合は、ホームページや院内掲示等で
ご案内します。

昨年度まで会場で開催していたミニ講義は中止しました。
今年度より、待ち時間にミニ講義の動画を上映しております。

日 時：下記日程 毎回１４：００～１５：００
会 場：診療棟３階 講堂（当日院内に案内を出します）
内 容：患者さん、ご家族同士のお話会
備 考：途中参加、途中退室可能。予約は不要です。
＊参加人数が多数の場合は人数制限を行うことがあります。

１０月２６日（水曜日） 乳がん

１１月１６日（水曜日） 食事・栄養

１２月２０日（火曜日） リハビリテーション

１月３１日（火曜日） 肺がん

２月２２日（水曜日） 乳がん

３月２２日（水曜日） 皮膚ケア
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6 青竹　2022年９月30日　第94号

診療技術局から診療技術局から

脳卒中などを発症し、運転再開をご希望される場合、道路交通法により、運転免許センターにて自
動車の安全な運転に支障がないかについて適性相談、臨時適性検査を受けていただくことをお伝えし
ています。運転再開に関しての医療機関の役割は、公安委員会に提出する診断書を作成することや、 
運転に関しての適切な指導を行うことです。

脳出血や脳梗塞、くも膜下出血を発症すると以下のような問題が生じることがあります。
・片麻痺などの運動麻痺
・感覚障害
・記憶力、判断力、注意力などの高次脳機能障害
これらの問題があると、交通事故のリスクを高める要因になります。

脳卒中後の運転再開、作業療法士の関わり

当院作業療法部門では、患者様やご家族様から自動車運転再開希望のご相談を受けた際、主
治医の依頼をもとに高次脳機能障害についての評価を主に行っています。

自動車運転は、日常生活の利便性を良くする一方、事故を起こしてしまう危険性も伴いま
す。病気やケガにより自動車運転が心配となられた場合には、運転免許センターや医療機関に
ご相談される事をお勧めします。

○高次脳機能障害とは
半側空間無視（左右どちらか片方を見落とす）
遂行機能の低下（計画を立てて実行することが難しい）
判断力や注意力の低下（正しい判断ができない。集中が続きにくい）
記憶力の低下
失語症（言葉を理解したり言ったりすることが難しい）
構成障害（形を正確に捉えることができない）

○自動車運転の一般的な注意点
速度を上げない。
体調が優れない時や睡眠不足、疲労感がある時は運転を控える。
運転時間を短くして、こまめに休憩をとる。
混雑のしない時間帯（朝や夕方の通勤ラッシュ）や道順を選ぶ。
自宅周辺の運転から再開し、慣れた道など少しずつ運転範囲を広げていく。
雨や雪などの天候、夜間の運転はできるだけ控える。
運転中は会話やラジオ、音楽などに夢中にならない。
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7青竹　2022年９月30日　第94号

薬局から薬局から

オーソライズドジェネリックとは？

先発医薬品とジェネリック医薬品は同一ではありません。ただし、中には例外もありま

す。本当の意味で、先発医薬品とほぼ完全に同一ということがあります。このような医薬

品として、オーソライズドジェネリック（AG）があります。オーソライズドジェネリッ

クとは承諾を受けたジェネリック医薬品という

意味です。

ジェネリックメーカーにとってオーソライズ

ドジェネリックの場合、新薬メーカーから許

可を得ることによって特許切れの前から半年程

度（180日間）の独占販売が認められており、

「他のジェネリック医薬品に先駆けて発売でき

る」という大きなメリットがあります。特許が

切れる前に発売することが出来るので、新薬

メーカーの完全子会社や契約企業であることが

ほとんどです。そのため、オーソライズドジェ

ネリックだからといって、全てが同じである必

要はありませんが商品名以外、製造ラインなど

もすべてが同じであることが多いです。

また、医師や患者さんにとっては、一般的なジェネリック医薬品に比べ、先発品との共

通点が多いので安心感があります。一般的なジェネリック医薬品と同様に開発コストはか

からないので、先発医薬品より安価で、お薬代の負担が減ります。ジェネリック医薬品は

国に先発品と同等と認められていますが、少しでもジェネリック医薬品に不安を感じるな

らAG（エージー）希望と薬局にご相談ください。



当院のご案内は下記でも行っています。併せてご覧下さい。
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提案書のまとめ
【所属：看護局、管理課】
提案月　2022年６月
給湯器について、時間外も使えるようにしてほしい。午前５時や午後７時過ぎにお湯を入れに行くと
８８℃のことが多いです。午前７時から午後７時まではタイマーになっているようです。無理なよう
でしたら熱湯が使える時間をわかるようにしていただき、看護師さんにも周知してください。皆２４
時間だと思っていたようです。

対応
内容

ご意見ありがとうございます。給湯器についてですが、使用頻度に合わせてタイマー設
定にしておりましたが、ご要望に沿えるよう今後は24時間対応とさせていただきます。

【所属：医療情報課】
提案月　2022年７月
無線LANの設置及び貸し出しをしてほしい。時代を考えてほしいです。お願いします。

対応
内容

ご意見ありがとうございます。９月より、Wi-Fiの利用可能なエリアをこれまでの外来待
合、アトリウム、院内喫茶店、病棟デイルームに加え、病室まで拡充しました。

豊橋市民病院の理念
信頼に応える技術と、人に優しい思いやりのある心を持ち、

 地域に開かれた安らぎのある病院を目指します

豊橋市民病院の基本方針
１．地域に開かれた信頼のある病院、患者に優しい思いやりのある医療を目指します。
２．地域の基幹病院としてふさわしい高度な医療を提供するとともに、特殊医療、救急医療等を積極的に受け持ちます。
３．基幹病院としての役割を担いながら、他の医療機関との間の有機的な連携のもとに当院の行うべき医療活動を推進します。
４．医学及び医療技術の研鑚に努めるとともに、医学・医療の進歩に寄与します。
５．研修医、医学部学生、看護学生、コメディカル、救急救命士などの教育を積極的に行います。
６．地域住民の保健知識の普及に努め、健康増進活動に参加します。
７．公共性と経済性を考慮し、健全な病院経営に努めます。
８．安全医療の推進に努めます。

提案を活用させて頂きました提 案 箱提 案 箱


